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い
う
ま
で
も
な
く
、
社
会
主
義
の
理
念
は
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
以
前
か
ら
存
在
す
る
。
非
マ
ル
ク
ス
主
蕊
的
社
会
主
義
思
想
と

マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
関
係
は
そ
れ
自
体
と
し
て
大
き
な
論
点
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
社
会
主
義
に
限
定
し
て
、
そ
の

出
発
点
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
社
会
主
義
に
つ
い
て
の
理
念
、
構
想
を
問
題
に
す
る
。

マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
社
会
主
義
経
済
論
の
今
日
的
課
題
と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
第
一
に
は
、
社
会
主
義
の
理

念
が
資
本
主
義
に
対
す
る
本
質
的
批
判
か
ら
生
ま
れ
た
以
上
、
そ
れ
は
つ
ね
に
、
資
本
主
義
経
済
に
対
す
る
有
効
な
批
判
と
な
り
う
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
は
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
を
基
本
的
な
出
発
点
と
す
る
以
上
、
社
会
主
義
経
済
の

理
論
は
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
基
本
的
な
見
解
と
の
あ
い
だ
に
理
論
的
な
斉
合
性
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三

四三二一
、、、、『

問
題
提
起
ｌ
箇
本
主
義
批
判
と
し
て
の
社
会
主
義

問
題
提
起
－
－
資
本
主
義
批
判
と
し
て
の
社
会
主
義

資
本
主
溌
か
ら
共
産
主
義
へ
の
過
渡
期
の
性
格

社
会
主
磯
経
済
の
鎚
木
的
特
徴
の
指
摘

マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
現
代
社
会
主
義

マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
社
会
主
義
経
済
論
に
っ

斎
藤

い

て

稔
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こ
の
こ
と
を
、
社
会
主
義
経
済
論
の
歴
史
的
形
成
過
程
と
の
関
連
で
み
る
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
よ
う
。
マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
直
而
し
た
の
は
、
十
九
世
紀
後
半
の
世
界
資
本
主
義
で
あ
り
、
こ
の
資
本
主
義
の
批
判
を
通
じ
て
、
純
粋
に
想
定
さ
れ

た
資
本
主
義
の
反
対
物
と
し
て
の
、
純
粋
に
想
定
さ
れ
た
未
来
社
会
の
基
本
的
特
徴
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
う
け
つ
い
で
レ
ー
ニ
ン

は
、
二
十
世
紀
初
頭
の
帝
国
主
義
段
階
に
お
け
る
世
界
資
本
主
義
へ
の
批
判
を
基
礎
と
し
て
、
一
方
で
は
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の

見
解
を
純
化
さ
せ
つ
つ
、
他
方
で
は
ロ
シ
ア
に
お
け
る
社
会
主
義
革
命
と
社
会
主
義
建
設
を
実
際
に
指
導
し
た
。
こ
こ
で
は
、
原
理
論

と
現
実
政
策
は
即
自
的
に
は
一
致
せ
ず
、
こ
の
両
者
の
緊
張
関
係
が
レ
ー
ニ
ン
に
お
い
て
は
つ
ね
に
鋭
く
意
識
さ
れ
て
い
た
。

ス
タ
ー
リ
ン
以
降
に
お
い
て
は
、
ソ
連
に
お
け
る
社
会
主
義
経
済
建
設
の
過
程
が
絶
対
視
さ
れ
、
そ
の
観
点
か
ら
原
理
論
も
再
解
釈

さ
れ
る
傾
向
が
生
じ
、
レ
ー
ニ
ン
段
階
に
み
ら
れ
る
理
論
的
緊
張
関
係
の
認
識
は
大
き
く
後
退
し
た
。
ま
さ
に
こ
れ
と
時
を
同
じ
く
し

て
、
資
本
主
義
批
判
と
し
て
の
社
会
主
義
の
有
効
性
も
減
少
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
前
記
の
三
つ
の
課
題
を
再
説
す
る
な
ら
ば
、
第
一
に
、
現
段
階
の
資
本
主
義
に
対
し
て
の
有
効
な
批
判
と
な
り
う
る

社
会
主
義
的
な
未
来
社
会
の
全
体
像
が
再
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
資
本
主
義
の
現
段
階
に

つ
い
て
の
正
碗
な
認
識
が
必
要
で
あ
る
。
第
二
に
、
「
社
会
主
義
経
済
原
論
」
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
再
砿
認
し
た
上
で
、
そ
の
有
効
性
を
あ
ら
た
め
て
問
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
失
な
わ
れ
か
け
た
緊
張
関
係
の
再
認
職
を
意

味
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
第
三
に
、
ロ
シ
ア
革
命
、
東
欧
革
命
、
中
国
革
命
な
ど
に
お
け
る
実
践
の
過
程
か
ら
社
会
主
義
革
命
お
よ
び

社
会
主
義
建
設
の
一
般
性
と
特
殊
性
を
検
出
し
、
将
来
へ
の
指
針
と
し
て
役
立
ち
う
る
理
論
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

関
連
に
お
い
て
（
す
な
，

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に

は
､

ロ
シ
ア
革
命
以
後
に
現
実
化
し
た
社
会
主
義
経
済
建
設
の
過
程
が
、
単
に
歴
史
的
記
述
と
し
て
の
み
で
は
な
く
、
前
二
者
と
の

お
い
て
（
す
な
わ
ち
、
い
わ
ば
「
社
会
主
義
経
済
原
論
」
と
の
関
連
に
お
い
て
）
、
社
会
主
義
経
済
建
設
論
と
し
て
理
論
化
さ



こ
の
小
論
で
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
課
題
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
第
二
の
問
題
、
す
な
わ
ち
「
社
会
主
義
経
済
原
論
」
の
再
確
認
の
た

め
に
、
ま
ず
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
お
い
て
、
資
本
主
義
社
会
の
諸
矛
盾
が
止
揚
さ
れ
た
未
来
社
会
（
共
産
主
義
社
会
）
が
ど

の
よ
う
に
考
察
さ
れ
て
い
た
か
を
検
討
す
る
。
こ
の
問
題
自
体
も
、
こ
の
小
論
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
広
汎
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
主
と
し
て
課
題
と
し
た
の
は
資
本
主
義
社
会
の
内
在
的
法
則
性
の
分
析
で
あ
り
、
未
来
社
会
像
は
そ
の
分

析
の
延
長
と
し
て
二
次
的
に
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
未
来
社
会
考
察
の
前
提
と
な
る
の
は
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の

て
資
本
主
義
分
析
、
資
本
主
義
批
判
の
全
体
系
そ
の
も
の
で
あ
る
。

いつ
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
未
来
社
会
の
詳
細
な
見
取
図
を
仕
上
げ
る
こ
と
を
自
ら
の
課
題
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
エ

に鏑
ン
ゲ
ル
ス
は
、
『
住
宅
問
題
』
（
一
八
七
二
’
一
八
七
三
執
筆
）
の
中
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
…
…
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

》
が
権
力
を
掌
握
す
る
と
き
、
生
産
用
具
、
原
料
、
生
活
手
段
を
あ
っ
さ
り
暴
力
的
に
収
奪
す
る
か
ど
う
か
：
。
…
そ
う
い
う
問
題
に
ま
え

誉
も
っ
て
、
ど
ん
な
場
合
に
も
あ
て
は
ま
る
回
答
を
あ
た
え
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
製
造
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
私
は
そ

唖
ん
な
仕
事
は
他
の
人
々
に
ま
か
せ
る
こ
と
に
す
る
。
」
「
…
…
将
来
の
社
会
が
食
料
と
住
宅
の
分
配
を
ど
う
規
制
す
る
か
に
つ
い
て
考
え

哩
め
ぐ
ら
す
こ
と
は
、
直
接
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
み
ち
び
く
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
に
な
し
う
る
こ
と
は
、
せ
い
ぜ
い
、
従
来
の
す
ぺ
て

Ｊ

率
の
生
産
様
式
の
基
礎
的
諸
条
件
の
認
識
か
ら
出
発
し
て
、
資
本
主
義
的
生
産
の
没
落
と
と
も
に
、
従
来
の
社
会
の
あ
る
種
の
取
得
形
態

（
１
）

ェ
が
不
可
能
に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」

鋸
こ
の
結
果
、
未
来
社
会
に
関
す
る
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
論
述
は
二
次
的
な
産
物
と
し
て
そ
の
全
著
作
中
に
わ
た
っ
て
点
在
す

しＪ
（
２
）

マ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
ら
の
騰
述
を
包
括
的
に
と
り
あ
げ
て
検
討
し
た
労
作
は
現
在
で
も
数
少
な
い
。
し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ

３
ル
ス
の
諸
著
作
に
お
い
て
、
や
や
集
中
的
に
未
来
社
会
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
二
つ
の
時
期
が
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
第
一
の
時

１１
期
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
共
産
主
義
の
原
理
』
（
一
八
四
七
年
）
、
マ
ル
ク
ス
Ⅱ
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
共
産
党
宣
一
一
目
』
（
一
八
四
七
年
末
’
一
八
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し
た
が
っ
て
、
こ
（

様
式
」
へ
の
一
百
及
に
⑫

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
１
）
大
月
轡
店
版

ジ
数
を
示
す
）
。

（
２
）
マ
ル
ク
ス
、

四
八
年
初
）
、
マ
ル
ク
ス
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
階
級
闘
争
』
（
一
八
五
○
年
）
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
、
一
一
月
革
命
前
後
の
時
期
で
あ
り
、

第
一
一
の
時
期
は
、
マ
ル
ク
ス
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
内
乱
』
（
一
八
七
一
年
）
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
住
宅
問
題
』
（
一
八
七
一
一
’
’
八
七
三

年
）
、
マ
ル
ク
ス
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
二
八
七
五
年
）
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
（
一
八
七
六
’
一
八
七
八
年
）
な
ど

に
代
表
さ
れ
る
、
パ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
直
後
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
時
期
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
革
命
的
進
出
に
よ
っ

て
、
労
働
者
党
が
綱
領
と
し
て
未
来
社
会
の
姿
を
公
然
と
提
示
す
る
実
践
的
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン

ゲ
ル
ス
の
前
記
の
諸
著
作
は
、
こ
の
よ
う
な
実
践
的
必
要
を
反
映
し
て
お
り
、
第
一
の
時
期
の
諸
著
作
と
第
二
の
時
期
の
諸
著
作
と
の

あ
い
だ
に
は
、
あ
き
ら
か
に
一
貫
し
た
展
望
と
一
定
の
理
論
的
発
展
と
が
み
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
小
論
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
つ
の
時
期
の
諸
著
作
を
中
心
と
し
、
さ
ら
に
『
資
本
論
』
に
お
け
る
「
結
合
生
産

様
式
」
へ
の
言
及
に
も
ふ
れ
て
、
社
会
主
義
経
済
に
関
す
る
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
浮
び
あ
が
ら
せ
る

マ
ル
ク
ス
は
コ
ー
ダ
綱
領
批
判
』
の
中
で
、
「
い
ま
よ
う
や
く
資
本
主
義
社
会
か
ら
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
共
産
主
義
社
会
と
そ
れ

二
、
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
過
渡
期
の
性
格

マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
そ
の
も
の
を
総
じ
た
数
少
な
い
論
文
の
一
つ
と
し
て
、
宇
商
基
輔
「
マ
ル
ク
ス
Ⅱ
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
社
会
主

義
経
済
論
」
『
経
済
学
講
座
・
第
四
巻
・
社
会
主
義
経
済
』
、
大
月
書
店
、
昭
二
九
刊
、
所
収
）
が
あ
る
。
レ
ー
ニ
ン
と
の
関
連
で
論
じ
た
も

の
は
多
く
、
最
近
の
も
の
と
し
て
は
、
小
野
一
郎
「
レ
ー
ニ
ン
は
マ
ル
ク
ス
の
社
会
主
義
経
済
論
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
た
か
」
（
『
経
済
』
、

七
○
年
四
月
号
所
収
）
が
す
ぐ
れ
て
い
る
。

『
マ
ル
ク
ス
Ⅱ
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
幽
査
、
第
一
八
巻
、
一
一
八
○
．
ヘ
ー
ジ
、
二
八
三
ペ
ー
ジ
（
以
下
、
『
全
趣
蔭
と
略
称
し
邦
訳
ぺ
－



自
身
の
土
台
の
上
に
発
展
し
た
共
産
主
義
社
会
」
、
「
共
産
主
義
社
会
の
第
一
段
階
」
と
「
共
産
主
義
の
よ
り
高
度
の
段
階
」
と
を
区
別

し
た
（
『
全
集
』
第
一
九
巻
、
一
九
ペ
ー
ジ
、
二
一
ペ
ー
ジ
）
。
レ
ー
ニ
ン
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
、
「
普
通
に
は
社
会
主
義
と
よ
ば
れ
て

い
る
が
、
マ
ル
ク
ス
の
場
合
に
は
共
産
主
義
の
第
一
段
階
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
」
「
国
家
と
革
命
』
、
第
五
章
第
三
節
）

マ
ル
ク
ス
が
パ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
直
後
の
時
期
に
共
産
主
義
の
こ
の
一
一
つ
の
段
階
を
問
題
に
し
た
の
は
、
資
本
主
義
社
会
の
対
立

物
と
し
て
純
粋
に
想
定
さ
れ
た
共
産
主
義
社
会
に
一
挙
に
到
達
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
て
、
一
定
の
過
渡
期
が
必
然
的
に
存
在
し
、

て
そ
れ
に
対
応
し
た
過
渡
的
諸
方
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
実
践
的
課
題
と
し
て
提
起
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
さ
い
に
マ
ル
ク
ス

いつ
は
、
こ
の
過
渡
期
の
必
然
性
の
根
拠
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
特
殊
性
（
移
行
に
さ
い
し
て
の
特
殊
な
困
難
）
に
求
め
ず
、
主
と
し
て
生

に辮
慶
力
の
面
で
の
、
経
済
的
諸
前
提
の
未
成
熟
Ｉ
案
主
義
の
聲
の
震
の
も
と
に
お
い
て
も
存
在
す
る
条
件
ｌ
に
求
め
て
い
る
．

灘
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
は
、
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
の
第
一
段
階
（
す
な
わ
ち
、
普
通
の
意
味
で
の
社
会
主
義
）
へ
の
到
達
は
一
挙

筆
に
実
現
さ
れ
る
。
こ
の
第
一
段
階
に
お
い
て
は
、
生
産
手
段
の
私
的
所
有
は
社
会
の
共
同
所
有
に
転
化
し
、
無
政
府
的
な
商
品
生
産
は

唖
計
画
的
な
生
産
に
転
化
し
、
商
品
交
換
は
計
画
的
な
分
配
に
転
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
側
面
に
お
い
て
は
、
第
一
段
階
と
「
よ
り
高

塀
い
段
階
」
と
の
本
質
的
な
差
異
は
存
在
し
な
い
。
差
異
は
、
計
画
的
分
配
の
内
容
、
す
な
わ
ち
、
労
働
に
応
じ
た
分
配
か
必
要
に
応
じ

Ｊ

率
た
分
配
か
と
い
う
点
に
あ
り
、
一
」
れ
を
規
定
す
る
の
は
、
「
そ
れ
自
身
の
土
台
」
（
Ⅱ
共
産
主
義
的
生
産
関
係
）
の
上
に
発
展
し
た
、
社

ェ
会
的
生
産
力
の
水
準
で
あ
る
。
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スク
第
一
段
階
の
共
壼

レノマ
摘
し
て
い
る
の
は
、

第
一
段
階
の
共
産
主
義
社
会
が
お
び
て
い
る
、
「
生
ま
れ
で
て
き
た
母
胎
た
る
旧
社
会
の
母
斑
」
と
し
て
マ
ル
ク
ス
が
具
体
的
に
指

摘
し
て
い
る
の
は
、
個
人
的
消
費
手
段
が
各
人
が
社
会
に
提
供
し
た
労
働
量
に
応
じ
て
分
配
さ
れ
る
と
い
う
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
」

で
あ
る
。
「
共
産
主
義
の
よ
り
高
度
の
段
階
で
、
す
な
わ
ち
個
人
が
分
業
に
奴
隷
的
に
従
属
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
そ
れ
と
と
も
に

精
神
労
働
と
肉
体
労
働
と
の
対
立
が
な
く
な
っ
た
の
ち
、
労
働
が
た
ん
に
生
活
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
労
働
そ
の
も
の
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が
第
一
の
生
命
欲
求
と
な
っ
た
の
ち
、
個
人
の
全
面
的
な
発
展
に
と
も
な
っ
て
、
ま
た
そ
の
生
産
力
も
増
大
し
、
協
同
的
富
の
あ
ら
ゆ

る
泉
が
い
っ
そ
う
豊
か
に
湧
き
で
る
よ
う
に
な
っ
た
の
ら
ｌ
そ
の
と
き
は
じ
め
て
プ
ル
ジ
贄
ァ
的
権
利
の
狭
い
限
界
を
完
全
に
雲

こ
え
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
は
そ
の
旗
の
上
に
こ
う
書
く
こ
と
が
で
き
る
ｌ
各
人
は
そ
の
能
力
に
お
う
じ
て
、
各
人
に
は
そ
の
必
喪

に
お
う
じ
て
！
」
（
『
全
集
』
第
一
九
巻
、
二
○
ペ
ー
ジ
、
一
一
一
ペ
ー
ジ
）

資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
過
渡
期
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、
レ
ー
ニ
ン
以
後
の
い
わ
ゆ
る
「
過
渡
期

論
」
の
出
発
点
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
出
発
点
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
の
過
渡
期
論
を
検
討
す
る
さ
い
に
は
、
つ
ぎ
の
三
点
を
重
視
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
は
、
マ
ル
ク
ス
も
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
、
全
世
界
的
な
規
模
で
の
資
本
主
義
か
ら
全
世
界
的
な
規
模
で
の

共
産
主
義
へ
の
移
行
を
問
題
に
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
一
国
あ
る
い
は
数
カ
国
の
規
模
で
の
部
分
的
地
域
的
移
行
の
可
能
性
は
最
初

か
ら
排
除
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
一
八
四
七
年
の
『
共
産
主
義
の
原
理
』
の
中
で
、
「
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
）
革
命
は
、
た
だ
一
国
だ
け
に
単
独
に
起
り
う

る
だ
ろ
う
か
？
」
と
自
問
し
て
、
「
い
や
、
起
り
え
な
い
。
大
工
業
は
世
界
市
場
を
つ
く
り
だ
し
て
…
…
文
明
諸
国
に
お
け
る
社
会
の

発
展
を
、
す
で
に
均
等
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
共
産
主
義
革
命
は
、
決
し
て
た
だ
一
国
だ
け
の
も
の
で
な
く
、
す
ぺ
て
の

文
明
国
で
、
い
い
か
え
る
と
、
す
く
な
く
と
も
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
で
、
同
時
に
お
こ
る
革
命
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
…
…
そ
れ
は
一
つ
の
世
界
革
命
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
世
界
的
な
地
盤
で
起
る
だ
ろ
う
」
と
答
え
て
い
る
（
『
全
集
』
第
四

巻
、
一
一
一
九
一
’
三
九
一
一
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
見
解
が
こ
れ
以
後
に
変
化
し
た
こ
と
を
示
す
よ
う
な
文
章
は
見
当
ら
な
い
。
反
対
に
、
エ
ン

ゲ
ル
ス
は
一
八
九
四
年
に
も
、
資
本
主
鍵
経
済
は
「
そ
の
生
ま
れ
故
郷
と
そ
れ
が
栄
え
て
い
る
国
々
で
」
ま
ず
克
服
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
調
し
て
い
る
（
『
全
集
』
第
一
八
巻
、
六
八
一
一
ペ
ー
ジ
）
。

第
二
に
、
前
記
の
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
は
、
共
産
主
義
の
第
一
段
階
へ
の
到
達
は
特
別
の
過
渡
期
を
必
要
と
せ
ず
に
可
能
で
あ
る
と
み



な
し
て
い
た
。
生
産
手
段
の
所
有
形
態
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
に
よ
っ
て
急
速
に
私
的
所
有
か
ら
共
同
所
有
に
転
化
し
、
そ
れ
と
と

も
に
生
産
手
段
の
社
会
的
性
格
の
貫
徹
が
開
始
さ
れ
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
共
産
主
義
の
原
理
』
に
お
い
て
は
、
生
産
力
の
発
展
に
応
じ
て
徐
々
に
私
的
所
有
を
廃
止
し
て
行
く
と
い
う
構
想

も
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
「
私
的
所
有
の
廃
止
は
一
挙
に
で
き
る
だ
ろ
う
か
？
」
と
自
問
し
て
、
「
い

や
、
で
き
な
い
。
…
…
お
そ
ら
く
来
り
っ
っ
あ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
革
命
は
、
現
在
の
社
会
を
た
だ
徐
々
に
変
革
し
、
そ
し
て
そ

て
の
た
め
に
必
要
な
生
産
手
段
の
壁
が
つ
く
り
だ
さ
れ
た
と
き
に
、
は
じ
め
て
私
的
所
有
を
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
書
い
た
『
全

い》
集
』
第
四
巻
、
三
八
九
ペ
ー
ジ
）
。
し
か
し
こ
の
直
後
に
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
書
い
た
『
共
産
党
宣
言
』
で
は
、
「
プ
ロ
レ
タ

鏑
リ
ア
ー
ト
は
そ
の
政
治
的
支
配
を
利
用
し
て
…
…
い
っ
さ
い
の
生
産
用
具
を
国
家
の
手
に
、
す
な
わ
ち
支
配
階
級
と
し
て
組
織
さ
れ
た

藷
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
手
に
集
中
し
、
生
産
諸
力
の
塾
を
で
き
る
だ
け
急
速
に
増
大
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
」
と
な
っ
て
お
り
、
生
産
手
段

、
、

華
の
所
有
の
問
題
が
生
産
力
発
展
の
条
件
と
し
て
優
先
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
シ
」
れ
に
続
け
て
、
「
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
最
初
は
、
所
有

砿
構
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
諸
関
係
と
に
対
す
る
専
制
的
な
侵
害
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
し
た
が
っ
て
、
経
済
的
に
は
不
十
分
で
永
続
き
し

厩
な
い
と
思
わ
れ
る
方
策
に
よ
ら
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
が
…
…
生
産
様
式
全
体
を
変
革
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
避
け
る
こ
と
の

Ｊ

率
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
『
全
集
』
第
四
巻
、
四
九
四
ペ
ー
ジ
）
・

拝
生
産
力
の
発
展
の
た
め
に
は
生
産
関
係
の
強
行
的
変
革
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
保
障
す
る
も
の
と
し
て
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

鋸
独
裁
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
の
中
の
有
名
な
文
章
に
簡
潔
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
資
本
主
義
社
会

し訂
と
共
産
主
義
社
〈
毒
と
の
あ
い
だ
に
は
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
革
命
的
転
化
の
時
期
が
あ
る
。
こ
の
時
期
に
照
応
し
て
ま
た
政
治
上
の
週

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

，
渡
期
が
あ
る
。
〉
」
の
時
期
の
国
家
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
革
命
的
独
裁
以
外
の
な
に
も
の
で
も
あ
り
え
な
い
」
（
『
全
集
』
第
一
九

117

巻
、

九
ぺ

ジ
）
。
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生
産
関
係
の
根
本
的
変
革
を
実
際
に
保
障
す
る
も
の
と
し
て
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の
認

織
は
、
パ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
の
経
験
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
深
め
ら
れ
た
。
マ
ル
ク
ス
は
、
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
に
よ
る
「
収
奪
者
の
収

奪
」
の
試
み
を
高
く
評
価
し
、
収
奪
以
後
に
お
け
る
社
会
の
経
済
的
改
造
に
は
長
期
間
を
要
す
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
「
政
治
的

組
織
の
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
形
態
」
に
よ
っ
て
巨
大
な
前
進
が
可
能
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
コ
ー
ダ
綱
領
批
判
』
に
先
立
っ

て
、
パ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
の
さ
な
か
に
書
か
れ
た
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
内
乱
』
の
第
一
草
稿
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
「
…
…

労
働
の
奴
隷
制
の
経
済
的
諸
条
件
を
、
自
由
な
協
同
労
働
の
諸
条
件
と
お
き
か
え
る
こ
と
は
、
時
間
を
要
す
る
漸
進
的
な
仕
事
で
し
か

あ
り
え
な
い
こ
と
、
…
…
現
在
の
『
資
本
と
土
地
所
有
の
自
然
諸
法
則
の
自
然
発
生
的
な
作
用
』
を
、
『
自
由
な
協
同
労
働
の
社
会
経

済
の
諸
法
則
の
自
然
発
生
的
な
作
用
』
に
お
き
か
え
る
こ
と
は
、
『
奴
隷
制
の
経
済
諸
法
則
の
自
然
発
生
的
な
作
用
』
や
、
『
農
奴
制

の
経
済
諸
法
則
の
自
然
発
生
的
な
作
用
』
の
場
合
と
同
様
に
、
新
し
い
諸
条
件
が
発
展
し
て
く
る
長
い
過
程
を
つ
う
じ
て
は
じ
め
て
可

能
に
な
る
こ
と
を
、
彼
ら
〔
労
働
者
階
級
〕
は
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
政
治
的
組
織
の
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
形
態
に
よ

っ
て
一
挙
に
巨
大
な
前
進
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
、
労
働
者
階
級
自
身
と
人
類
の
た
め
に
そ
の
運
動
を
開
始
す
ぺ

き
時
が
き
て
い
る
こ
と
を
も
、
彼
ら
は
知
っ
て
い
る
」
と
の
ぺ
た
（
『
全
集
』
第
一
七
巻
、
五
一
七
’
五
一
八
ペ
ー
ジ
。
）

こ
の
発
想
は
す
で
に
四
八
年
一
一
月
革
命
直
後
の
段
階
に
お
い
て
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
八
五
○
年
の
『
フ
ラ
ン
ス
に

お
け
る
階
級
闘
争
』
の
中
で
マ
ル
ク
ス
は
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
主
義
と
革
命
的
社
会
主
義
と
を
区
別
し
て
、
「
こ
の
〔
革
命
的
〕
社

、
、
、
、
、
、
、

＄
Ｌ
、
、
、
、
、
、
、

会
主
義
は
、
革
命
の
永
続
宣
言
で
あ
り
、
階
級
差
異
一
般
の
廃
止
に
、
階
級
差
異
の
基
礎
で
あ
る
い
っ
さ
い
の
生
産
関
係
の
廃
止
に
、

こ
れ
ら
の
生
産
関
係
に
照
応
す
る
い
っ
さ
い
の
社
会
関
係
の
廃
止
に
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
社
会
関
係
か
ら
生
じ
る
い
っ
さ
い
の
観
念
の

、
、
、
、
、

変
革
に
到
達
す
る
た
め
の
必
然
的
な
過
渡
点
と
し
て
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
的
独
裁
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
（
『
全
集
』
第

七
巻
、
八
六
ペ
ー
ジ
）
。



て
し
た
が
―
―
て
．
｜
”
共
産
主
》

いつ
生
産
手
段
の
共
同
所
有
（
国
一

に締
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
マ
ル
峠

趨
か
と
い
う
よ
う
な
問
題
に
は
瀝

壁
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

砿
し
か
し
、
過
渡
期
に
つ
い
一

座
の
移
行
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

！

〃
へ
の
移
行
は
、
特
殊
の
過
渡
ｗ

エ
，
：
「
ｊ
今
ｒ
２
．
．
‐
．
．
‐
・
‐
Ｉ

119マルクス、

右
の
引
用
文
に
お
け
る
、
「
漸
進
的
な
仕
事
」
、
「
長
い
過
程
」
は
、
生
産
手
段
の
所
有
の
面
で
の
変
革
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
ち
の
、

経
済
全
体
、
と
く
に
労
働
の
組
織
の
、
そ
れ
へ
の
調
整
の
過
程
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
コ
ー
ダ
綱
領
批
判
』
の
文
脈
と
の
関
連

に
お
い
て
み
る
な
ら
ば
、
ヨ
ン
ミ
ュ
ー
ン
形
態
」
で
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
は
、
ま
ず
最
初
に
生
産
手
段
の
共
同
所
有
へ
の

転
化
を
予
定
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
生
産
手
段
の
面
に
か
ぎ
っ
て
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
」
が
消
滅
す
る
こ
と
が
、
「
巨
大
な
前
進
」

と
評
価
さ
れ
る
。
そ
こ
に
こ
そ
「
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
形
態
」
の
大
き
な
意
義
の
一
つ
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
共
産
主
義
の
第
一
段
階
」
は
、
政
治
的
に
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
の
樹
立
を
出
発
点
と
し
、
経
済
的
に
は

生
産
手
段
の
共
同
所
有
（
国
家
的
所
有
）
を
出
発
点
と
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
冒
頭
に
引
用
し
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
文
章

に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
生
産
手
段
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
過
程
を
た
ど
っ
て
共
同
所
有
に
転
化
さ
れ
る

か
と
い
う
よ
う
な
問
題
に
は
深
入
り
し
な
か
っ
た
。
そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
こ
の
転
化
の
過
程
が
比
較
的
長
期
間
と
な
る
可
能
性
も
排
除

し
か
し
、
過
渡
期
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
問
題
意
識
は
、
あ
く
ま
で
も
共
産
主
義
の
第
一
段
階
か
ら
第
二
段
階
へ

の
移
行
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
生
産
手
段
の
共
同
所
有
を
前
提
に
し
た
生
産
力
の
発
展
と
そ
の
諸
結
果
の
指
摘
に
あ
っ
た
。
第
一
段
階

へ
の
移
行
は
、
特
殊
の
過
渡
期
と
し
て
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
全
世
界
的
な
規
模
で
の
資
本
主
義
の
成
熟
が
必
然
的

に
そ
の
否
定
を
も
た
ら
す
と
い
う
事
態
を
想
定
し
て
い
た
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
お
い
て
は
、
「
資
本
主
義
的
私
有
の
最
期
」
、
「
収

奪
者
の
収
奪
」
が
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
過
渡
期
の
論
理
的
出
発
点
と
な
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

第
三
に
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
「
共
産
主
義
の
第
一
段
階
」
か
ら
「
よ
り
高
い
段
階
」
へ
の
移
行
の
過
程
の
具
体
的
な
内

容
に
関
し
て
は
、
「
労
働
に
応
じ
た
分
配
」
か
ら
「
必
要
に
応
じ
た
分
配
」
へ
の
移
行
と
い
う
点
以
外
に
は
多
く
を
語
っ
て
い
な
い
。

の
み
な
ら
ず
、
こ
の
、
共
産
主
義
Ｑ
一
つ
の
段
階
の
区
別
と
い
う
問
題
提
起
自
体
も
、
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
以
外
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
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ン
ゲ
ル
ス
の
諸
著
作
に
は
明
砿
な
形
で
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
次
節
に
の
ぺ
る
よ
う
な
、
社
会
主
義
経
済
の

基
本
的
特
徴
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
指
摘
も
、
厳
密
な
意
味
で
は
、
そ
れ
が
「
共
産
主
義
の
第
一
段
階
」
（
普
通
の

意
味
で
の
社
会
主
義
）
に
お
い
て
す
で
に
存
在
す
ぺ
き
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
よ
り
高
い
段
階
」
（
狭
義
の
共
産
主
義
）
に

お
い
て
は
じ
め
て
存
在
し
う
る
も
の
で
あ
る
の
か
は
断
定
が
困
難
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
点
に
関
し
て
種
々
の
解
釈
が
存
在
し
う
る
と

い
う
こ
と
が
、
一
九
六
○
年
代
に
お
け
る
中
ソ
論
争
の
一
つ
の
側
面
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
少
な
く
と
も
つ
ぎ
の
よ
う
な
理
解
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
お
い
て
は
、

前
記
の
よ
う
に
過
渡
期
の
出
発
点
に
お
い
て
生
産
手
段
の
共
同
所
有
が
論
理
的
に
前
提
さ
れ
、
こ
の
共
同
所
有
の
も
た
ら
す
経
済
的
諸

規
定
が
た
だ
ち
に
作
用
を
開
始
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
用
の
程
度
は
生
産
力
の
発
展
水
準
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
が
、

共
産
主
義
社
会
（
広
義
の
）
に
お
い
て
は
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
抑
制
さ
れ
て
い
た
生
産
力
の
発
展
が
そ
の
極
桔
か
ら
解
放
さ
れ
て

急
速
か
つ
巨
大
な
も
の
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
共
産
主
義
社
会
の
第
一
段
階
」
と
「
よ
り
高
い
段
階
」
と
に
お
い
て
は
、
生
産
関

係
の
側
面
で
か
な
り
の
共
通
性
が
存
在
す
る
上
に
、
生
産
力
水
準
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
差
異
も
か
な
り
に
急
速
に
解
消
す
る
傾
向
を

持
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
共
産
主
義
社
会
の
経
済
的
内
容
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
こ
の
両
段

階
に
共
通
す
る
緒
特
徴
の
指
摘
に
露
点
を
お
き
、
「
よ
り
高
い
段
階
」
の
特
徴
を
、
主
と
し
て
階
級
支
配
の
必
要
の
消
滅
、
国
家
の
死

滅
の
問
題
に
も
と
め
た
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
に
お
い
て
は
、
共
産
主
義
社
会
の
二
つ
の
段
階
に
つ
い
て
は
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
二
つ
の
段
階
を

と
く
に
区
別
し
て
は
い
な
い
。
マ
ル
ク
ス
は
社
会
主
義
・
共
産
主
義
と
い
う
用
語
す
ら
も
（
思
想
と
し
て
の
言
及
を
の
ぞ
い
て
は
）
ほ

も
、
、
、
、
、

と
ん
ど
使
用
せ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
、
「
資
本
主
義
的
生
産
様
式
か
ら
結
合
生
産
様
式
へ
の
過
渡
形
態
〔
と
し
て
の
株
式
会
社
〕
」
（
第
三
部

、
、
、
、
、
、
、
、
、

第
五
篇
第
一
一
七
章
Ⅲ
、
『
全
集
』
第
二
五
巻
第
一
分
冊
、
五
六
一
一
ペ
ー
ジ
）
、
「
資
本
主
義
的
生
産
様
式
か
ら
結
合
労
働
の
生
産
様
式
へ



エ
ン
ゲ
ル
ス
は
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
の
中
で
共
産
主
義
社
会
の
生
産
力
の
発
展
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て

て
い
る
。
「
…
…
生
産
力
の
現
在
の
発
展
水
準
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
生
産
力
が
社
会
化
さ
れ
た
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
に
お
の
ず
か
ら
と

いつ
も
な
っ
て
起
こ
る
生
産
の
増
大
だ
け
で
、
つ
ま
り
資
本
主
義
的
生
産
様
式
か
ら
生
じ
る
障
害
や
概
乱
、
生
産
物
と
生
産
手
段
の
浪
饗
が

に論
と
り
の
ぞ
か
れ
る
だ
け
で
、
全
員
が
労
働
に
参
加
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
今
日
の
観
念
か
ら
み
て
わ
ず
か
な
長
さ
に
ま
で
、
労
働

済鐇
時
間
を
短
縮
す
る
の
に
十
分
で
あ
る
」
（
『
全
集
』
第
二
○
巻
、
三
○
一
一
ペ
ー
ジ
）
。

篝
こ
の
「
労
働
時
間
の
短
縮
」
を
、
『
資
本
論
』
第
三
部
第
七
篇
第
四
八
章
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
指
摘
、
す
な
わ
ち
、
「
外
的
な
合

砿
目
的
性
に
迫
ら
れ
て
労
働
す
る
」
必
然
性
の
国
か
ら
「
自
己
目
的
と
し
て
認
め
ら
れ
る
人
間
の
力
の
発
展
」
で
あ
る
自
由
の
国
へ
の
移

厩
行
に
関
し
て
、
「
労
働
日
の
短
縮
こ
そ
は
根
本
条
件
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
（
『
全
集
』
第
一
一
五
巻
第
二
分
冊
、
一
○
五
一
ペ
ー
ジ
）
と

ノ

ガ
重
ね
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
、
一
八
八
○
年
の
『
空
想
か
ら
科
学
へ
の
社
会
主
義
の
発
展
』
に
お
け
る
加
筆
部
分
（
『
反

ェ
一
プ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
に
な
い
部
分
）
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
か
ら
国
家
の
死
滅
、
自
由
の
国
へ
の
人
類
の
飛
鰯
ま
で
を
、
一
連
の
過

勿
程
と
し
て
え
が
い
て
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
・

レノマ
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
蓋
諸
矛
盾
の
解
決
ｌ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
公
権
力
を
蓋
し
、
こ
の
繼
力
を
つ
か
っ
て
、
プ
ル
ジ
罰
ァ

１
ジ
ー
の
手
か
ら
す
べ
り
お
ち
て
ゆ
く
社
会
的
生
産
手
段
を
、
公
共
の
財
産
に
転
化
す
る
。
こ
の
行
為
に
よ
っ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、

２
 

１
生
産
手
段
を
そ
れ
の
従
来
の
資
本
と
し
て
の
性
質
か
ら
解
放
し
、
生
産
手
段
の
社
会
的
性
格
に
、
自
己
を
貫
徹
す
る
完
全
な
自
由
を
あ

の
移
行
」
（
第
三
部
第
五
篇
第
三
六
章
、
『
全
集
』
第
一
一
五
巻
第
二
分
冊
、
七
八
三
ペ
ー
ジ
）

点
は
引
用
者
に
よ
る
）
。
な
お
、
こ
の
『
涜
本
論
』
邦
訳
の
底
本
と
な
っ
た
一
九
六
二
－
一

に
よ
る
索
引
で
は
、
資
本
主
義
以
後
の
生
産
様
式
に
関
す
る
マ
ル
ク
ス
の
言
及
は
す
べ
て

括
さ
れ
て
い
る
。

と
い
う
よ
う
な
表
現
を
用
い
て
い
る
（
傍

九
六
四
年
発
行
の
ド
イ
ツ
語
版
の
編
集
者

「
共
産
主
義
」
と
い
う
見
出
し
の
も
と
に
一
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た
え
る
。
あ
ら
か
じ
め
き
め
ら
れ
た
計
画
に
も
と
づ
く
社
会
的
生
産
が
、
こ
の
と
き
か
ら
可
能
に
な
る
。
」
（
こ
こ
ま
で
が
一
応
、
第
一

段
階
の
特
徴
づ
け
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
に
す
ぐ
続
い
て
）
「
生
産
の
発
展
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
社
会
階
級
が
こ
れ
以
上
存
続

す
る
こ
と
は
時
代
錯
誤
に
な
る
。
社
会
的
生
産
の
無
政
府
状
態
が
消
滅
す
る
に
つ
れ
て
、
国
家
の
政
治
的
公
権
も
眠
り
こ
ん
で
ゆ
く
。

人
間
は
、
つ
い
に
自
分
自
身
の
社
会
的
結
合
の
主
人
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
同
時
に
自
然
の
主
人
に
、
自
分
自
身
の
主
人
に
な
る

ｌ
す
な
わ
ち
、
自
画
に
な
る
」
（
『
全
集
」
第
一
九
巻
二
二
五
ぺ
‐
ジ
｝
．

か
く
し
て
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
過
渡
期
論
に
お
け
る
三
つ
の
問
題
点
は
、
再
説
す
れ
ば
、
第
一
に
、
全
世
界
的
な
規
模
で

の
共
産
主
義
へ
の
移
行
（
そ
し
て
ま
た
そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
る
ほ
ど
の
資
本
主
義
の
成
熟
）
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
第
二
に
、
共
産
主
義
の
第
一
段
階
へ
の
到
達
に
さ
い
し
て
は
特
別
の
過
渡
期
は
必
要
と
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
第
三
に
は
、
「
よ
り
高
い
段
階
」
へ
の
移
行
も
原
理
的
に
は
急
速
な
過
程
と
し
て
理
解
さ
れ
（
も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
、
実
際
の

過
程
に
お
い
て
、
有
利
な
状
況
の
も
と
で
漸
進
的
に
移
行
が
進
め
ら
れ
る
可
能
性
を
も
含
ん
で
い
る
）
、
各
段
階
に
お
い
て
生
じ
る
特

徴
的
な
差
異
に
つ
い
て
は
明
確
な
指
摘
が
不
足
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
過
渡
期
に
つ
い
て
の
こ
の
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
解
を
、
レ
ー
ニ
ン
は
、
ロ
シ
ア
革
命
の
実

践
的
腺
題
と
の
関
連
に
お
い
て
復
活
さ
せ
た
。
一
見
す
れ
ば
、
レ
ー
ニ
ン
は
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
完
全
に
一
致
し
た
見
解
を
く

り
か
え
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
国
家
と
革
命
』
二
九
一
七
年
八
１
九
月
）
に
お
い
て
レ
ー
ニ
ン
は
、
共
産
主
義
社

会
の
第
一
段
階
に
つ
い
て
、
「
生
産
手
段
は
も
は
や
個
々
人
の
私
有
で
な
く
な
っ
て
い
る
。
生
産
手
段
は
社
会
全
体
に
属
し
て
い
る
。

各
社
会
成
員
は
、
社
会
的
に
必
要
な
労
働
の
一
定
部
分
を
果
し
て
、
こ
れ
こ
れ
の
量
の
労
働
を
給
付
し
た
と
い
う
証
明
書
を
社
会
か
ら

う
け
と
る
。
こ
の
証
明
書
で
、
彼
は
消
澱
手
段
の
公
共
の
倉
庫
か
ら
、
こ
れ
に
相
当
す
る
量
の
生
産
物
を
う
け
と
る
。
し
た
が
っ
て
、

公
共
の
フ
ォ
ン
ド
に
あ
て
ら
れ
る
労
働
盤
が
控
除
さ
れ
た
う
え
で
、
各
労
働
者
は
、
彼
が
社
会
に
あ
た
え
た
だ
け
の
も
の
を
社
会
か
ら



う
け
と
る
こ
と
に
な
る
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
第
一
段
階
に
お
い
て
は
、
生
産
手
段
に
関
す
る
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
」
は
す
で
に

消
滅
し
て
い
る
が
、
「
労
働
に
応
じ
た
分
配
」
と
い
う
他
の
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
」
は
残
っ
て
い
る
。
こ
の
後
者
の
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア

的
権
利
」
を
梢
減
さ
せ
必
要
に
応
じ
た
分
配
を
実
現
さ
せ
る
ほ
ど
に
生
産
力
が
発
展
す
る
こ
と
が
、
共
産
主
義
の
高
度
の
段
階
へ
の
移

行
を
保
障
す
る
（
宇
高
基
輔
訳
『
国
家
と
革
命
』
、
岩
波
文
庫
版
、
一
二
九
’
一
三
四
ペ
ー
ジ
）
。

し
か
し
他
方
で
、
レ
ー
ニ
ン
的
過
渡
期
と
マ
ル
ク
ス
的
過
渡
期
の
相
違
点
が
、
ロ
シ
ア
革
命
勝
利
後
の
レ
ー
ニ
ン
の
著
作
に
あ
ら
わ

て
れ
て
く
る
の
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
レ
ー
ニ
ン
は
、
一
九
一
九
年
秋
に
書
か
れ
た
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
の
時
期
に
お

いつ
け
る
経
済
と
政
治
』
と
い
う
論
文
に
お
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

に繩
「
盗
本
主
義
と
共
産
主
義
の
あ
い
だ
に
一
定
の
過
渡
期
が
あ
る
こ
と
は
、
理
論
上
疑
い
を
い
れ
な
い
。
こ
の
過
渡
期
は
、
こ
の
二
つ

蕊
の
社
会
経
済
制
度
の
特
徴
ま
た
は
特
性
を
一
つ
に
結
合
し
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
過
渡
期
は
、
死
滅
し
つ
つ
あ
る
資
本

鐸
主
義
と
生
ま
れ
で
よ
う
と
す
る
共
産
主
義
と
の
闘
争
、
い
い
か
え
れ
ば
、
打
ち
や
ぷ
ら
れ
は
し
た
が
絶
滅
さ
れ
て
い
な
い
資
本
主
義
と
、

轍
生
ま
れ
は
し
た
が
ま
だ
ま
っ
た
く
弱
い
共
産
主
義
と
の
闘
争
の
時
期
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
」
（
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』
第
四
版
第
三
○
巻
、

摩
邦
訳
大
月
書
店
版
、
九
四
ペ
ー
ジ
）
。

率
こ
こ
で
は
、
資
本
主
義
の
打
倒
の
の
ち
に
も
資
本
主
義
と
の
闘
争
の
必
要
が
説
か
れ
、
「
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
共
産
主
義
社
会
」

拝
（
コ
ー
ダ
綱
領
批
判
』
）
が
「
生
ま
れ
は
し
た
が
ま
だ
ま
っ
た
く
弱
い
共
産
主
義
」
（
傍
点
は
引
用
者
）
と
い
い
か
え
ら
れ
て
い
る
。

スク
こ
こ
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
資
本
主
義
と
の
闘
争
は
、
単
に
分
配
に
関
す
る
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
」
と
の
闘
争
を
意
味
す
る
も
の
で

ルマ
は
な
く
、
ま
た
、
敵
対
的
な
階
級
関
係
の
経
済
的
基
礎
が
消
滅
し
た
の
ち
の
人
々
の
頭
の
中
で
の
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
思
想
」
と
の
闘
争
を

３
意
味
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。
こ
こ
に
は
ま
さ
に
、
敵
対
的
な
階
級
関
係
の
経
済
的
基
礎
が
消
滅
し
て
い
な
い
、
と
い
う
ロ
シ
ア
革
命

２
 

１
後
の
現
実
が
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
「
ま
だ
ま
っ
た
く
弱
い
共
産
主
義
」
と
い
う
、
独
特
の
表
現
が
登
場
し
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て
く
る
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
経
済
的
背
景
は
、
い
わ
ゆ
る
「
多
ウ
ク
ラ
ー
ド
制
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
主
義
革
命

の
勝
利
後
も
、
単
一
の
支
配
的
な
社
会
主
義
的
生
産
関
係
が
一
挙
に
は
出
現
せ
ず
、
基
本
的
な
生
産
関
係
の
タ
イ
プ
と
し
て
、
社
会
主

義
と
な
ら
ん
で
資
本
主
義
お
よ
び
小
商
品
生
産
（
主
と
し
て
小
農
民
経
営
）
の
三
つ
が
併
存
し
、
こ
れ
を
単
一
の
社
会
主
義
的
生
産
関

係
に
改
造
し
て
行
く
と
い
う
課
題
が
あ
ら
た
に
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
こ
の
よ
う
な
事
態
を
予
想
し
な

マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
と
同
時
に
（
あ
る
い
は
そ
の
後
き
わ
め
て
短
期
間
に
）
生
産
手
段
は

私
有
か
ら
共
同
所
有
に
移
行
し
、
商
品
生
産
は
計
画
的
生
産
に
席
を
ゆ
ず
り
、
商
品
流
通
は
生
産
物
の
計
画
的
分
配
（
た
だ
し
、
労
働

に
応
じ
た
分
配
）
に
か
わ
り
、
抑
圧
す
ぺ
き
階
級
の
消
滅
に
よ
っ
て
国
家
は
死
滅
を
開
始
す
る
。
し
た
が
っ
て
生
産
関
係
の
側
面
に
お

い
て
は
、
第
一
階
段
の
初
期
に
お
い
て
問
題
は
基
本
的
に
解
決
さ
れ
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
た
生
産
力
の
発
展
が
必
要
に
応
じ
た
分
配
へ

の
移
行
を
可
能
に
し
、
国
家
の
完
全
な
死
滅
を
準
備
す
る
。

レ
ー
ニ
ン
は
、
主
と
し
て
社
会
主
義
か
ら
共
産
主
鏡
へ
の
移
行
に
重
点
を
置
い
た
こ
の
マ
ル
ク
ス
的
過
渡
期
を
原
理
的
に
承
認
し
た

う
え
で
、
主
と
し
て
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
移
行
（
す
な
わ
ち
共
産
主
義
の
第
一
段
階
へ
の
過
渡
期
）
に
お
け
る
過
渡
的
経
済

政
策
の
必
要
を
提
起
し
た
。
し
た
が
っ
て
レ
ー
ニ
ン
に
お
い
て
は
、
過
渡
期
は
事
実
上
三
つ
の
段
階
を
持
つ
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て

い
た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
資
本
主
義
社
会
か
ら
出
発
し
て
社
会
主
義
的
生
産
関
係
の
全
面
的
砿
立
に
い
た
る
ま
で
の
一
時
期
、

そ
れ
に
続
く
共
産
主
義
の
第
一
段
階
（
社
会
主
義
）
、
さ
ら
に
共
産
主
義
の
高
度
の
段
階
（
狭
義
の
共
産
主
義
）
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
過
渡
期
の
規
定
は
、
も
っ
と
も
発
達
し
た
資
本
主
義
が
そ
れ
自
身
の
内
的
必
然
性
に
も
と
づ
い
て
共
産
主
義
に

移
行
す
る
さ
い
に
も
必
然
的
に
存
在
す
る
過
程
と
し
て
（
レ
ー
ニ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
共
産
主
義
の
経
済
的
成
熟
の
賭
段
階
」
と
し
て
）

広
汎
な
一
般
性
を
持
ち
う
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
レ
ー
ニ
ン
的
過
渡
期
の
第
一
段
階
（
マ
ル
ク
ス
の
場
合
に
存
在
し
な
か

か
つ
た
。



ン
こ
こ
で
ま
ず
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
前
節
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
広
義
の
共
産
主

エ、
義
の
第
一
段
階
と
「
よ
り
高
い
段
階
」
と
の
内
容
的
な
差
異
に
つ
い
て
は
詳
説
せ
ず
、
第
一
段
階
、
す
な
わ
ち
狭
義
の
社
会
主
義
の
み
に
特

スク
有
な
規
定
は
何
か
、
と
い
う
よ
う
な
問
題
提
起
は
行
な
わ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス

レノマ
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
広
義
の
共
産
主
義
の
諸
特
徴
、
す
な
わ
ち
一
一
つ
の
段
階
に
共
通
し
た
諸
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。

５
本
節
の
題
名
と
し
た
「
社
会
主
義
経
済
の
基
本
的
特
徴
」
は
、
し
た
が
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
を
問
題
と
す
る
か
ぎ
り
で

２
 

１
は
、
「
（
広
義
の
）
共
産
主
義
経
済
の
．
…
・
・
」
と
言
い
か
え
る
方
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
狭
義
の
共
産
主
義
（
よ
り
高

エンゲルスの社会主義経済鯖について
っ
た
も
の
）
は
、
世
界
資
本
主
義
の
も
っ
と
も
弱
い
環
と
し
て
の
後
進
資
本
主
義
国
に
お
け
る
共
産
主
義
へ
の
移
行
に
さ
い
し
て
必
然

的
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
特
殊
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
行
な
わ
れ
た
社
会
主
義
建
設
の
過
程
に
お
い
て
は
、
そ

の
す
べ
て
が
（
程
度
の
差
は
あ
れ
）
後
進
的
な
資
本
主
義
の
状
態
か
ら
出
発
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
レ
ー
ー
フ
的
過
渡
期
の
第
一
段

階
は
こ
れ
ら
す
ぺ
て
の
場
合
に
お
い
て
一
般
的
に
妥
当
し
た
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
レ
ー
ニ
ン
的
過
渡
期
の
第
一
段
階
が
よ
り
広
汎
な

普
遍
妥
当
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
通
説
と
な
り
、
「
過
渡
期
論
」
の
論
議
は
こ
の
段
階
に
集
中
し
て
い
る
。
し
か
も
こ

の
通
説
は
し
ば
し
ば
、
レ
ー
ニ
ン
的
過
渡
期
の
第
一
段
階
と
マ
ル
ク
ス
的
過
渡
期
の
第
一
段
階
（
共
産
主
義
の
第
一
段
階
）
と
を
混
同

し
て
、
理
論
的
混
乱
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
。

資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
過
渡
期
に
つ
い
て
原
理
的
に
再
検
討
す
る
さ
い
に
は
、
や
は
り
、
世
界
的
な
規
模
で
の
移
行
と
い
う

観
点
か
ら
み
て
現
状
が
特
殊
的
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
的
過
渡
期
こ
そ
が
一
般
性
を
持
ち
そ
の
具
体
的
解
明
が
普
遍
的
な
課
題
と
し
て
提

起
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
立
場
に
立
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

、

社
会
主
義
経
済
の
基
本
的
特
徴
の
指
摘
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い
段
階
）
そ
の
も
の
は
対
象
と
し
な
い
の
で
、
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
「
社
会
主
義
経
済
」
と
い
う
表
現
を
採
用
し
た
。
し
か
し
、
こ

こ
で
問
題
と
さ
れ
る
「
社
会
主
義
経
済
」
が
、
現
在
存
在
し
て
い
る
社
会
主
義
各
国
の
経
済
と
即
自
的
に
は
一
致
し
な
い
の
が
当
然
で

あ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
ら
か
じ
め
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
社
会
主
義
（
共
産
主
義
）
経
済
の
考
察
に
さ
い
し
て
は
、
い
わ
ば
そ
の
物
質
的
・
技
術
的
前

提
と
組
織
的
・
文
化
的
前
提
の
存
在
を
自
明
の
理
と
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
、
資
本
主
義
の
完
全
な
成
熟
が
そ
れ
自
体
の
内

在
的
論
理
と
し
て
社
会
主
義
へ
の
移
行
を
必
然
的
な
も
の
と
す
る
（
し
か
ら
全
世
界
的
な
規
模
で
）
と
い
う
こ
と
か
ら
、
資
本
主
義
の

わ
く
内
で
鼠
高
度
に
発
展
し
た
生
産
力
水
準
が
社
会
主
義
に
お
い
て
は
そ
の
出
発
点
と
し
て
あ
た
え
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
社
会
主
義
と
資
本
主
義
と
の
経
済
競
争
な
ど
と
い
う
課
題
は
論
理
的
に
排
除
さ
れ
て
い
る
。
社
会
主
義
は
最

初
か
ら
資
本
主
義
の
最
高
水
準
を
追
い
抜
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

後
者
の
組
織
的
・
文
化
的
前
提
と
は
、
資
本
主
義
の
発
展
そ
の
も
の
が
資
本
家
の
存
在
を
不
要
な
も
の
と
し
、
資
本
家
に
代
っ
て
社

会
全
体
を
自
発
的
に
管
理
運
営
す
る
能
力
を
持
つ
労
働
者
集
団
を
生
み
出
す
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
『
共
産
主
義

の
原
理
』
の
中
で
、
大
工
業
の
発
達
の
結
果
と
し
て
「
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
成
員
が
各
自
の
全
能
力
と
素
質
と
を
ま
っ
た
く
自
由
に
発
達

さ
せ
発
揮
さ
せ
る
よ
う
な
社
会
状
態
が
可
能
に
な
っ
た
」
（
『
全
集
』
第
四
巻
、
三
八
七
ペ
ー
ジ
）
と
書
き
、
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
第
』

一
部
第
四
篇
一
三
章
「
機
械
と
大
工
業
」
の
中
で
、
「
大
工
業
は
、
い
ろ
い
ろ
な
労
働
の
転
換
、
し
た
が
っ
て
ま
た
労
働
者
の
で
き
る

だ
け
の
多
面
性
を
一
般
的
な
社
会
的
生
産
法
則
と
し
て
承
認
し
、
こ
の
法
則
の
正
常
な
実
現
に
諸
関
係
を
適
合
さ
せ
る
こ
と
を
、
大
工

業
の
破
局
そ
の
も
の
を
通
じ
て
、
生
死
の
問
題
に
す
る
」
（
『
全
集
』
第
二
三
巻
第
一
分
冊
、
六
三
四
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
、
大
工
業
の
発

達
の
積
極
面
を
評
価
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
資
本
主
義
の
最
高
の
成
果
を
す
ぐ
さ
ま
ひ
き
つ
い
で
よ
り
高
度
の
生
産
関
係
を
き
ず
き
あ

げ
る
こ
と
の
で
き
る
、
高
度
の
組
織
的
・
文
化
的
水
準
を
身
に
つ
け
た
労
働
者
の
大
群
が
、
社
会
主
義
建
設
の
主
体
と
し
て
予
定
さ
れ



て
ア
社
会
に
代
わ
っ
て
、
各

いつ
集
』
第
四
巻
、
四
九
六
ぺ
‐

仁辮
な
説
明
を
展
開
し
て
い
る
。

藻
「
…
…
い
う
ま
で
も
な
“

挙
式
は
根
底
か
ら
変
革
さ
れ
」

轍
よ
う
な
生
産
組
織
が
現
わ
』

厚
生
産
的
労
働
に
対
す
る
自
ハ

ノ

率
で
は
な
く
な
っ
て
、
各
人
』

エ
Ｉ

127マルクス、

「
…
…
い
う
ま
で
も
な
く
、
各
人
が
解
放
さ
れ
な
け
れ
ば
、
社
会
は
自
分
を
解
放
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
古
い
生
産
様

式
は
根
底
か
ら
変
革
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
こ
と
に
旧
来
の
分
業
は
消
滅
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
次
の

よ
う
な
生
産
組
織
が
現
わ
れ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
｜
方
で
は
、
な
ん
ぴ
と
も
、
人
間
の
生
存
の
自
然
的
条
件
で
あ
る

生
産
的
労
働
に
対
す
る
自
分
の
受
持
分
を
他
人
に
転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
他
方
で
は
、
生
産
的
労
働
が
人
間
を
隷
属
さ
せ
る
手
段

で
は
な
く
な
っ
て
、
各
人
に
そ
の
い
っ
さ
い
の
肉
体
的
お
よ
び
精
神
的
能
力
を
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
発
達
さ
せ
発
揮
す
る
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
を
解
放
す
る
手
段
と
な
り
、
こ
う
し
て
、
か
っ
て
は
重
荷
で
あ
っ
た
生
産
的
労
働
が
た
の
し
み
に
な
る
、
そ
う

い
う
生
産
組
織
で
あ
る
」
（
『
全
集
』
第
二
○
巻
、
三
○
二
ペ
ー
ジ
）
。

生
産
的
労
働
と
の
関
連
で
み
れ
ば
、
こ
の
新
し
い
社
会
は
、
「
自
由
な
協
同
労
働
」
に
も
と
づ
く
「
協
同
組
合
の
連
合
体
」
（
マ
ル

ク
ス
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
内
乱
」
、
『
全
集
』
第
一
七
巻
、
三
一
九
ペ
ー
ジ
）
で
あ
り
、
「
自
由
で
平
等
な
生
産
者
た
ち
の
諸
協
同
組

合
か
ら
な
る
一
社
会
」
（
マ
ル
ク
ス
「
土
地
の
国
有
化
に
つ
い
て
」
、
『
全
染
』
第
一
八
巻
、
五
五
ペ
ー
ジ
）
で
あ
り
、
ま
た
「
計
画
的

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
後
者
の
前
提
も
、
前
者
と
同
様
に
、
こ
れ
ま
で
の
現
実
の
社
会
主
義
建
設
の
過
程
に
お
い
て
は
、

少
な
く
と
も
そ
の
出
発
点
に
お
い
て
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
社
会
主
義
（
共
産
主
義
）
社
会
を
、
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
た
か
。
そ

の
発
想
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
人
間
の
完
全
な
解
放
、
個
人
の
自
由
な
発
展
を
保
障
す
る
最
良
の
社
会
的
条
件
を
準
備
す
る
も
の
と

し
て
の
共
産
主
義
社
会
の
創
出
で
あ
っ
た
。
す
で
に
『
共
産
党
宣
言
』
に
お
い
て
、
「
階
級
と
階
級
対
立
の
う
え
に
立
つ
旧
ブ
ル
ジ
ョ

ア
社
会
に
代
わ
っ
て
、
各
人
の
自
由
な
発
展
が
万
人
の
自
由
な
発
展
の
条
件
で
あ
る
よ
う
な
一
つ
の
結
合
社
会
が
現
わ
れ
る
」
「
全

集
』
第
四
巻
、
四
九
六
ペ
ー
ジ
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
の
ち
に
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
に
お
い
て
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
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こ
こ
で
い
う
「
自
由
」
と
は
、
「
認
識
さ
れ
た
必
然
性
」
と
し
て
の
自
由
で
あ
り
、
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
に
お
い
て
、
「
…
…
こ

れ
ま
で
は
、
人
間
自
身
の
社
会
的
行
為
の
諸
法
則
が
、
人
間
を
支
配
す
る
外
的
な
自
然
法
則
と
し
て
人
間
に
対
立
し
て
き
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
、
人
間
が
十
分
な
専
門
知
職
を
も
っ
て
こ
れ
ら
の
諸
法
則
を
応
用
し
、
し
た
が
っ
て
支
配
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
は
、

人
間
自
身
の
社
会
的
結
合
が
、
自
然
と
歴
史
と
に
よ
っ
て
押
し
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
し
て
人
間
に
対
立
し
て
き
た
が
、
い
ま
や
そ
れ
は
、

人
間
自
身
の
自
由
な
行
為
と
な
る
」
（
『
全
集
』
第
二
○
巻
、
二
九
二
ペ
ー
ジ
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
意
味
で
の
自
由
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
自
由
を
保
障
す
る
社
会
的
条
件
は
、
「
生
産
者
に
対
す
る
生
産
物
の
支
配
」
の
廃
止
、
「
社
会
的
生
産
内
部
の
無
政
府

状
態
」
の
排
除
、
す
な
わ
ち
「
社
会
に
よ
る
生
産
手
段
の
掌
握
」
で
あ
り
、
社
会
的
生
産
の
「
計
画
的
、
意
識
的
組
織
」
で
あ
る
『
反

デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
、
同
右
ぺ
Ｉ
ジ
参
照
）
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
す
で
に
一
八
四
七
年
の
『
共
産
主
義
の
原
理
』
に
お
い
て
、
私
的
所
有
の
廃
止
、
計
画
的
生
産
へ
の
移
行
、
そ
の

結
果
と
し
て
の
商
品
生
産
の
排
除
お
よ
び
分
業
の
消
滅
に
つ
い
て
、
最
初
の
包
括
的
な
指
摘
を
行
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
（
新

し
い
社
会
秩
序
）
…
…
そ
れ
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
工
業
お
よ
び
一
般
に
あ
ら
ゆ
る
生
産
部
門
の
経
営
を
た
が
い
に
競
争
す
る
個
人

の
手
か
ら
と
り
あ
げ
、
そ
の
か
わ
り
に
、
す
べ
て
こ
れ
ら
の
生
産
部
門
を
、
全
社
会
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
共
同
の
計
算
で
共
同
の
計

画
に
し
た
が
っ
て
、
ま
た
社
会
の
全
員
を
参
加
さ
せ
て
経
営
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
そ
れ
は
、

Ｔ
Ｖ
ツ
イ
ァ
ッ
イ
オ
ン

競
争
を
廃
止
し
、
そ
の
か
わ
り
に
共
同
社
会
を
も
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
・
・
…
・
私
的
所
有
は
、
産
業
の
個
別
的
な
経
営
や
競
争
か
ら
切

な
協
働
を
お
こ
な
う
よ
う
に
組
織
さ
れ
た
社
会
」
（
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
瞼
」
、
『
全
集
』
第
二
○
巻
、
一
五
六
ペ
ー
ジ
）
、

「
共
同
の
生
産
手
段
で
労
働
し
自
分
た
ち
の
た
く
さ
ん
の
個
人
的
労
働
力
を
自
分
で
意
職
し
て
一
つ
の
社
会
的
労
働
力
と
し
て
支
出
す

る
自
由
な
人
々
の
結
合
体
」
（
『
資
本
論
』
第
一
部
第
一
篇
第
一
章
第
四
節
、
『
全
集
』
第
二
一
一
一
巻
第
一
分
冊
、
一
○
五
ペ
ー
ジ
）
で
あ

る
。



り
は
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
私
的
所
有
も
ま
た
廃
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
「
も
し
も
す
べ
て
の
資
本
、
す
べ
て
の

生
産
と
交
易
が
国
民
の
手
に
集
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
私
的
所
有
は
自
然
に
な
く
な
り
、
貨
幣
は
無
用
に
な
り
、
生
産
が
ふ
え
、
ま
た
人

間
が
変
化
す
る
の
で
旧
社
会
の
最
後
の
交
通
形
態
が
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
」
「
生
産
力
を
共
同
で
計
画
的
に
利
用
す
る
た
め
の
社
会
全

員
の
一
般
的
な
結
合
。
あ
ら
ゆ
る
人
の
欲
望
を
満
た
す
ほ
ど
の
生
産
の
拡
張
。
｜
人
の
欲
望
が
他
の
人
を
犠
牲
に
し
て
満
た
さ
れ
る
状

態
が
お
わ
る
こ
と
。
階
級
と
階
級
対
立
と
が
ま
っ
た
く
な
く
な
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
分
業
を
な
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
産
業

て
教
育
お
よ
び
仕
事
の
交
替
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
人
の
生
産
し
た
利
益
に
あ
ら
ゆ
る
人
が
あ
ず
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
と
農
村
と

、訓
の
融
合
に
よ
っ
て
、
全
社
会
成
員
の
能
力
を
全
面
的
に
震
さ
せ
る
こ
と
・
Ｉ
以
上
館
私
的
所
有
農
止
し
た
錆
も
な
結
果
で
あ

に論
る
」
（
『
全
集
』
第
四
巻
、
一
一
一
八
七
’
一
一
一
八
八
ペ
ー
ジ
、
三
九
一
ペ
ー
ジ
、
三
九
三
ペ
ー
ジ
）
。

済藷
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
は
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
そ
の
後
の
諸
著
作
を
通
じ
て
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
、
私

華
的
所
有
の
廃
止
、
そ
れ
と
計
画
的
生
産
と
の
関
連
、
計
画
的
生
産
と
分
配
の
問
題
、
商
品
生
産
の
排
除
、
お
よ
び
分
業
の
消
滅
の
五
項

畷
目
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

瘤
「
私
的
所
有
の
廃
止
」
が
『
共
産
党
宣
言
』
に
お
い
て
中
心
的
な
命
題
と
し
て
す
え
ら
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
こ

率
で
は
、
そ
れ
が
生
産
手
段
の
全
面
的
な
共
有
の
砿
立
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
共
同
所
有
が
ま
ず
国
家
的
所
有
の
形
態
を
と

も
、
、
、

、
も
も
、
、

エ、
る
と
い
う
指
摘
、
お
よ
び
土
地
国
有
化
の
問
題
の
三
点
が
問
題
と
な
る
。
『
共
産
党
宜
一
盲
』
に
よ
れ
ば
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
…
…

スク
い
っ
さ
い
の
生
産
用
具
を
国
家
の
手
に
、
す
な
わ
ち
支
配
階
級
と
し
て
組
織
さ
れ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
手
に
集
屯
中
」
す
る
（
『
全

し訂
集
』
第
四
巻
、
四
九
四
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
「
生
産
用
具
の
集
中
」
と
い
う
表
現
は
、
一
一
年
後
の
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
階
級
闘
争
』
で

９
は
、
す
で
に
「
生
産
手
段
の
取
得
、
結
合
し
た
労
働
者
階
級
の
支
配
下
に
生
産
手
段
を
お
く
こ
と
」
と
書
き
あ
ら
た
め
ら
れ
て
い
る

２
 

１
（
『
全
集
』
第
七
巻
、
一
二
九
ペ
ー
ジ
）
。
そ
し
て
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
で
は
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
国
家
権
力
を
掌
握
し
、
生
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「
い
っ
さ
い
の
」
生
産
手
段
の
国
家
的
所
有
へ
の
転
化
は
、
当
然
に
農
業
に
お
け
る
土
地
の
国
有
化
を
も
含
ん
で
い
る
。
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
の
「
革
命
的
諸
方
策
」
を
列
挙
し
た
『
共
産
党
宣
言
』
第
二
章
に
お
い
て
は
、
全
一
○
項
目
の
冒
頭
に
「
土
地
所
有
を
収
奪

し
、
地
代
を
国
家
の
経
費
に
あ
て
る
こ
と
」
が
か
か
げ
ら
れ
た
（
『
全
集
』
第
四
巻
、
四
九
五
ペ
ー
ジ
）
。
マ
ル
ク
ス
は
、
一
八
七
二
年

の
「
土
地
の
国
有
化
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
で
も
、
土
地
の
国
有
化
が
「
社
会
的
必
要
」
と
な
っ
た
と
指
摘
し
、
土
地
国
有
化
の
意

義
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
強
調
し
て
い
る
。

「
一
八
六
八
年
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
国
際
大
会
で
、
私
の
友
人
の
一
人
〔
セ
ザ
ー
ル
・
ド
・
パ
ー
プ
〕
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
た
。

『
・
…
・
〔
引
用
省
略
〕
土
地
は
農
業
協
同
組
合
の
所
有
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
そ
れ
と
も
全
国
民
の
所
有
と
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
未
来
が
こ
の
問
題
を
決
定
す
る
で
あ
ろ
う
。
』

「
私
は
反
対
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。
土
地
は
全
国
民
だ
け
が
所
有
で
き
る
と
い
う
決
定
を
、
未
来
は
く
だ
す
で
あ
ろ
う
、
と
。
協

同
組
合
に
結
合
し
た
農
業
労
働
者
の
手
に
土
地
を
渡
す
と
い
う
こ
と
は
、
生
産
者
の
う
ち
の
た
だ
一
つ
の
階
級
だ
け
に
全
社
会
を
引
き

渡
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
土
地
の
国
有
化
は
、
労
贋
の
関
係
に
完
全
な
変
化
を
ひ
き
お
こ
す
で
あ
ろ
う
し
、
結
局
は
、

工
業
で
あ
ろ
う
と
農
業
で
あ
ろ
う
と
、
資
本
主
義
的
生
産
を
完
全
に
廃
止
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
っ
た
と
き
に
は
じ
め
て
、
階
級
差

、
、
、
、
、
、
、

産
手
段
を
ま
ず
は
じ
め
に
は
国
家
的
所
有
に
転
化
す
る
」
こ
と
に
な
る
（
傍
点
は
引
用
者
。
『
全
集
』
第
一
一
○
巻
、
一
一
八
九
ペ
ー
ジ
）
。

す
な
わ
ち
、
生
産
手
段
の
国
家
的
所
有
は
、
最
初
に
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
的
な
段
階
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
国
家
が
「
社
会

の
名
に
お
い
て
生
産
手
段
を
掌
握
す
る
」
が
、
そ
れ
は
同
時
に
国
家
死
滅
の
開
始
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
家
の
死
滅
に
よ
っ
て

国
家
的
所
有
も
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
的
所
有
が
い
わ
ゆ
る
「
全
人
民
的
所
有
」
で
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
社

会
的
所
有
の
二
形
態
（
国
家
的
所
有
と
集
団
的
所
有
）
が
併
存
し
う
る
か
ど
う
か
と
い
う
よ
う
な
問
題
は
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス

に
お
い
て
は
提
起
さ
れ
な
い
。



異
と
特
権
と
は
や
そ
れ
を
生
み
だ
し
た
経
済
的
土
台
と
い
っ
し
ょ
に
消
滅
し
、
社
会
は
一
つ
の
自
由
な
『
生
産
者
』
の
協
同
組
合
に
変

わ
る
で
あ
ろ
う
」
（
『
全
集
』
第
一
八
巻
、
五
五
ペ
ー
ジ
）
。

、
、
、
、
、

し
た
が
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
文
脈
で
は
、
土
地
所
有
の
問
題
は
生
産
手
段
の
全
面
的
な
共
有
（
ま
ず
は
じ
め
に
は
国

家
的
所
有
）
へ
の
転
化
の
例
外
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
中
国
や
東
欧
に
お
け
る
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
「
協
同

組
合
的
土
地
所
有
」
の
成
立
と
い
う
現
実
と
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
原
理
的
提
起
と
の
あ
い
だ
に
一
定
の
矛
盾
が
存
在
す
る
こ

、
も

て
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
｝
」
の
点
に
関
し
て
、
マ
ル
ク
ス
が
前
記
引
用
の
中
で
、
社
会
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
農
業
協
同
組
合
と
、

いつ
社
会
全
体
を
包
含
す
る
、
す
べ
て
の
生
産
者
の
協
同
組
ム
ロ
と
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
「
協
同
組
合
的
土
地
所

に総
有
」
は
ま
さ
に
前
者
の
意
味
で
の
限
定
性
（
す
な
わ
ち
、
「
全
国
民
の
所
有
」
で
は
な
い
）
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
後
者
の
意
味
で
の

露
協
同
組
合
は
、
の
ち
に
レ
ー
ニ
ン
が
「
全
住
民
の
消
費
Ⅱ
生
産
コ
ン
ミ
ニ
ー
ン
ヘ
の
組
織
」
と
し
て
提
起
し
た
も
の
に
ひ
と
し
い
。

註
生
産
手
段
の
私
的
所
有
の
廃
止
は
、
生
産
の
計
画
化
を
可
能
に
す
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
前
掲
の
「
土
地
の
国
有
化
に
つ
い
て
」
の
中

磁
で
、
「
生
産
手
段
か
国
民
的
蛸
中
は
合
理
的
な
共
同
計
画
に
従
っ
て
意
識
的
に
行
動
す
る
、
自
由
で
平
等
な
生
産
者
た
ち
の
諸
協
同
組

娚
合
か
ら
な
る
一
社
会
の
自
然
的
基
礎
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
（
『
全
集
』
第
一
八
巻
、
五
五
ペ
ー
ジ
）
と
指
摘
し
た
が
、
す
で
に
そ
の
前
年

率
（
一
八
七
一
年
）
の
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
内
乱
』
の
中
で
も
、
「
…
…
も
し
協
同
組
合
の
連
合
体
が
一
つ
の
計
画
に
も
と
づ
い
て
全

痒
国
の
生
産
を
調
整
し
、
こ
う
し
て
そ
れ
を
自
分
の
統
制
の
も
と
に
お
き
、
資
本
主
義
的
生
産
の
宿
命
で
あ
る
不
断
の
無
政
府
状
態
と
周

ス
け
い
れ
ん

ク
期
的
痙
蕊
と
を
終
ら
せ
る
べ
き
も
の
と
す
れ
ば
、
ｌ
ｌ
諸
君
、
そ
れ
こ
そ
は
共
産
主
義
、
『
可
能
な
』
共
産
主
義
で
な
く
て
な
ん
で
あ
る

レノマ
う
か
！
」
と
書
い
て
い
る
（
『
全
集
』
第
一
七
巻
、
’
一
一
一
九
’
一
一
一
一
一
○
ペ
ー
ジ
）
。

１
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
ま
た
、
そ
の
後
、
『
空
想
か
ら
科
学
へ
』
の
前
掲
引
用
文
の
中
で
、
同
様
な
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。
「
…
…
こ
の

３
 

１
行
為
〔
社
会
的
生
産
手
段
の
公
共
の
財
産
へ
の
転
化
〕
に
よ
っ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
生
産
手
段
を
そ
れ
の
従
来
の
資
本
と
し
て
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の
性
質
か
ら
解
放
し
、
生
産
手
段
の
社
会
的
性
格
に
、
自
己
を
貫
徹
す
る
完
全
な
自
由
を
あ
た
え
る
。
あ
ら
か
じ
め
き
め
ら
れ
た
計
画

に
も
と
ず
く
社
会
的
生
産
が
こ
の
と
き
か
ら
可
能
に
な
る
」
（
『
全
集
』
第
一
九
巻
、
一
一
二
五
ペ
ー
ジ
）
。

さ
ら
に
、
『
資
本
論
』
第
三
部
に
お
い
て
は
、
生
産
の
合
理
的
、
計
画
的
規
制
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
指
摘
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
第
三
篇
第
一
五
章
第
三
節
で
は
、
資
本
主
義
的
生
産
が
「
総
生
産
の
関
連
を
盲
目
的
な
法
則
と
し
て
生
産
当
事
者
た
ち
に

押
し
つ
け
る
」
の
に
対
比
し
て
、
生
産
当
事
者
た
ち
の
「
結
合
さ
れ
た
理
性
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
支
配
さ
れ
た
法
則
と
し
て
生
産
過
程

を
彼
ら
〔
生
産
当
事
者
た
ち
〕
の
共
同
管
理
の
も
と
に
お
く
」
と
い
う
事
態
が
想
定
さ
れ
て
い
る
（
『
全
集
』
第
一
一
五
巻
第
一
分
冊
、
三

一
一
一
一
ペ
ー
ジ
）
。
同
じ
く
第
七
篇
第
四
八
章
で
は
、
「
自
然
必
然
性
の
国
」
（
こ
れ
は
共
産
主
義
の
第
一
段
階
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
）
に
お
け
る
「
自
由
」
の
範
囲
は
、
「
社
会
化
さ
れ
た
人
間
、
結
合
さ
れ
た
生
産
者
た
ち
が
、
盲
目
的
な
力
に
よ
っ
て
支
配
さ

れ
る
よ
う
に
自
分
た
ち
と
自
然
と
の
物
質
代
謝
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
こ
と
を
や
め
て
、
こ
の
物
質
代
謝
を
合
理
的
に
規
制
し
自
分
た

ち
の
共
同
的
統
制
の
も
と
に
置
く
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
力
の
最
小
の
消
費
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
人
間
性
に
最
も
ふ
さ
わ
し
く

最
も
適
合
し
た
条
件
の
も
と
で
こ
の
物
質
代
謝
を
行
な
う
と
い
う
こ
と
」
だ
け
で
あ
る
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
『
全
集
』
第
二
五
巻

第
二
分
冊
、
一
○
五
一
ペ
ー
ジ
）
。

す
な
わ
ち
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
れ
ば
、
生
産
者
と
し
て
の
人
間
は
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
桂
桔
を
離
脱
し
さ
え
す

れ
ば
、
生
産
過
程
を
み
ず
か
ら
意
識
的
、
合
理
的
、
計
画
的
に
規
制
す
る
十
分
な
能
力
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
の
意
味
は
、
生
産

過
程
の
計
画
的
な
規
制
が
原
理
的
に
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
す
で
に
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
胎
内
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な

規
制
を
意
繊
的
に
行
な
い
う
る
（
ま
た
そ
の
意
志
を
持
つ
）
主
体
が
形
成
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
可
能
性
が
現
実

に
転
化
す
る
た
め
に
は
、
生
産
手
段
が
「
公
共
の
財
産
に
転
化
す
る
」
こ
と
が
、
必
要
に
し
て
十
分
な
条
件
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

生
産
手
段
の
私
有
が
廃
止
さ
れ
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
と
き
か
ら
「
あ
ら
か
じ
め
き
め
ら
れ
た
計
画
に
も
と
づ
く
社
会
的
生
産
が
可
能
」
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と
な
り
、
「
社
会
的
生
産
の
無
政
府
状
態
が
消
滅
す
る
。
」

こ
の
計
画
的
生
産
は
、
生
産
物
の
効
用
と
そ
の
生
産
に
要
す
る
労
働
支
出
と
の
比
較
に
も
と
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
。
『
反
デ
ュ
ー
リ

ン
グ
論
』
か
ら
や
や
長
文
の
引
用
を
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

「
社
会
が
生
産
手
段
を
掌
握
し
、
生
産
の
た
め
に
直
接
に
社
会
的
に
結
合
し
て
、
そ
の
生
産
手
段
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
の

と
き
か
ら
、
各
人
の
労
働
は
、
そ
の
特
殊
な
有
用
性
が
ど
ん
な
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
て
も
、
は
じ
め
か
ら
直
接
に
社
会
的
な
労
働
と
な

る
。
そ
う
な
れ
ば
、
あ
る
生
産
物
に
ふ
く
ま
れ
る
社
会
的
な
労
働
の
量
を
、
ま
ず
回
り
道
を
し
て
確
か
め
る
に
は
及
ば
な
い
。
平
均
的

に
ど
れ
だ
け
の
社
会
的
労
働
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
は
、
日
々
の
経
験
が
直
接
に
示
し
て
く
れ
る
…
…
。

し
た
が
っ
て
、
右
の
よ
う
な
前
提
の
も
と
で
は
、
社
会
は
生
産
物
に
ど
ん
な
価
値
も
付
与
し
な
い
。
社
会
は
、
一
○
○
平
方
メ
ー
ト

、
、

ル
の
布
の
生
産
に
、
た
と
え
ば
一
、
○
○
○
労
働
時
間
を
要
し
た
と
い
う
簡
単
な
事
実
を
、
〉
」
の
布
は
一
、
○
○
○
労
働
時
間
の
価
値
を

も
つ
な
ど
と
い
う
的
は
ず
れ
の
、
無
意
味
な
仕
方
で
表
現
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
な
っ
て
も
、
社
会
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
使
用
対
象
の
生
産
に
ど
れ
だ
け
の
労
働
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
を
、
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
社
会
は
、

生
蘆
手
段
Ｉ
こ
れ
に
は
と
く
に
労
働
力
も
は
い
る
ｌ
に
応
じ
て
そ
の
生
瘻
計
爾
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
．
蘆
は
、

藝
な
使
用
対
象
の
効
用
が
、
ｌ
そ
れ
ら
塵
た
が
い
に
比
較
饗
し
、
ま
た
そ
れ
ら
の
生
産
に
必
要
な
労
豊
と
も
比
較
蓮
し
た

う
え
で
Ｉ
生
蘆
計
凛
決
定
す
る
で
あ
ろ
う
．
人
賃
は
、
高
名
な
層
』
の
仲
だ
ち
に
よ
ら
な
い
で
も
、
万
葦
し
ご
く
蟹
に

や
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
」
（
『
全
集
』
第
二
○
巻
、
三
一
八
’
一
一
一
一
九
ペ
ー
ジ
）
。

こ
れ
と
関
連
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
『
資
本
論
』
第
一
部
に
お
い
て
、
「
共
同
の
生
産
手
段
で
労
働
し
自
分
た
ち
の
た
く
さ
ん
の
個

人
的
労
働
力
を
自
分
で
意
識
し
て
一
つ
の
社
会
的
労
働
力
と
し
て
支
出
す
る
自
由
な
人
々
の
結
合
体
」
に
お
け
る
、
「
労
働
時
間
の
二

重
の
役
割
」
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
労
働
時
間
の
社
会
的
に
計
画
的
な
配
分
は
、
い
ろ
い
ろ
な
欲
望
に
た
い
す
る
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い
ろ
い
ろ
な
労
働
機
能
の
正
し
い
割
合
を
規
制
す
る
。
他
面
で
は
、
労
働
時
間
は
、
同
時
に
、
共
同
労
働
へ
の
生
産
者
の
個
人
的
参
加

の
尺
度
と
し
て
役
だ
ち
、
し
た
が
っ
て
ま
た
共
同
生
産
物
中
の
個
人
的
に
消
費
さ
れ
う
る
部
分
に
お
け
る
生
産
者
の
個
人
的
な
分
け
前

の
尺
度
と
し
て
役
だ
つ
。
人
々
が
彼
ら
の
労
働
や
労
働
生
産
物
に
た
い
し
て
も
つ
社
会
的
関
係
は
、
こ
こ
で
は
生
産
に
お
い
て
も
分
配

に
お
い
て
も
や
は
り
透
明
で
単
純
で
あ
る
」
（
『
全
集
』
第
二
一
一
一
巻
第
一
分
冊
、
一
○
五
ペ
ー
ジ
）
。

す
な
わ
ち
、
労
働
時
間
（
労
働
の
量
）
は
一
方
で
は
生
産
計
画
立
案
の
用
具
と
な
り
、
他
方
で
は
分
配
（
「
労
働
に
応
じ
た
分
配
」

の
段
階
に
あ
る
こ
と
を
前
提
し
て
）
の
た
め
の
尺
度
と
し
て
、
直
接
に
利
用
さ
れ
る
。
こ
の
「
労
働
に
応
じ
た
分
配
」
に
つ
い
て
は
、

コ
ー
ダ
綱
領
批
判
』
に
お
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
…
…
個
々
の
生
蘆
肴
は
、
彼
が
社
会
に
あ
た
え
た
の
と
正
鱈
同
じ
だ
け
の
も
の
を
Ｉ
控
除
を
し
た
う
え
で
ｌ
返
し
て
も
ら

う
。
個
々
の
生
産
者
が
社
会
に
あ
た
え
た
も
の
は
、
彼
の
個
人
的
労
働
匙
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
社
会
的
労
働
日
は
個
人
的
労
働
時
間

の
総
和
か
ら
な
り
、
個
々
の
生
産
者
の
個
人
的
労
働
時
間
は
、
社
会
的
労
働
日
の
う
ち
の
彼
の
給
付
部
分
、
す
な
わ
ち
社
会
的
労
働
日

の
う
ち
の
彼
の
持
分
で
あ
る
。
個
々
の
生
産
者
は
こ
れ
こ
れ
の
労
働
（
共
同
の
元
本
の
た
め
の
彼
の
労
働
分
を
控
除
し
た
う
え
で
）
を

給
付
し
た
と
い
う
証
明
書
を
社
会
か
ら
受
け
取
り
、
こ
の
証
明
書
を
も
っ
て
消
費
手
段
の
社
会
的
貯
蔵
の
う
ち
か
ら
等
し
い
童
の
労
働

が
費
や
さ
れ
た
消
費
手
段
を
引
き
だ
す
。
個
々
の
生
産
者
は
自
分
が
一
つ
の
か
た
ち
で
社
会
に
あ
た
え
た
の
と
同
じ
労
働
鍵
を
別
の
か

た
ち
で
返
し
て
も
ら
う
の
で
あ
る
」
（
『
全
集
』
第
一
九
巻
、
二
○
ペ
ー
ジ
）
。

こ
の
よ
う
な
、
「
社
会
化
さ
れ
た
人
間
、
結
合
さ
れ
た
生
産
」
の
も
と
で
は
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
も
と
で
効
力
を
持
っ
た
諸

範
蒋
が
そ
の
効
力
を
失
な
う
。
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
「
社
会
が
生
産
手
段
を
掌
握
す
る
と
と
も
に
、
商
品
生

産
は
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
生
産
者
に
た
い
す
る
生
産
物
の
支
配
が
廃
止
さ
れ
る
」
（
『
全
集
』
第
二
○
巻
、
二
九
二
ペ
ー
ジ
）
と

譜
き
、
ま
た
、
［
共
同
体
で
は
〕
直
接
の
社
会
的
生
産
と
直
接
の
分
配
と
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
商
品
交
換
、
し
た
が
っ
て
ま



、
、

た
生
産
物
の
商
品
へ
の
転
化
（
す
ぐ
な
く
と
、
】
ｂ
共
同
体
の
内
部
で
の
）
、
そ
れ
と
と
も
に
ま
た
生
産
物
の
価
値
へ
の
転
化
は
、
い
っ
さ

い
起
こ
り
え
な
い
」
（
同
右
、
三
一
八
ペ
ー
ジ
）
と
書
い
て
い
る
。
同
じ
こ
ろ
マ
ル
ク
ス
は
、
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
の
中
で
同
様
の

こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
生
産
手
段
の
共
有
を
土
台
と
す
る
協
同
組
合
的
社
会
の
内
部
で
は
、
生
産
者
は
そ
の
生
産
物
を
交

換
し
な
い
。
同
様
に
こ
こ
で
は
、
生
産
物
に
支
出
さ
れ
た
労
働
が
こ
の
生
産
物
の
価
値
と
し
て
、
す
な
わ
ち
そ
の
生
産
物
に
そ
な
わ
っ

た
物
的
特
性
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
い
ま
で
は
資
本
主
義
社
会
と
は
違
っ
て
、
個
々
の
労
働
は
、
も
は
や
間
接

て
に
で
は
な
く
直
接
に
総
労
働
の
構
成
部
分
と
し
て
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
「
全
集
』
第
一
九
巻
、
一
九
ペ
ー
ジ
）
。

いつ
し
た
が
っ
て
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
お
い
て
は
、
生
産
手
段
の
私
有
の
廃
止
は
そ
の
論
理
的
結
果
と
し
て
商
品
生
産
お
よ
び
そ

に総
れ
に
関
連
し
た
諸
範
畷
の
消
滅
を
●
も
た
ら
す
。
生
産
物
は
商
品
に
転
化
せ
ず
、
価
値
的
表
現
を
必
要
と
し
な
い
。
商
品
交
換
に
か
わ
っ

藷
て
、
使
用
価
値
に
も
と
づ
く
生
産
物
の
直
接
的
分
配
が
出
現
す
る
。
し
た
が
っ
て
貨
幣
も
消
滅
す
る
。
「
社
会
的
生
産
で
は
貨
幣
資
本

鐸
は
な
く
な
る
。
社
会
は
労
働
力
や
生
産
手
段
を
い
ろ
い
ろ
な
事
業
部
門
に
配
分
す
る
。
生
産
者
た
ち
は
、
た
と
え
ば
指
定
券
を
受
け
取

雄
っ
て
、
そ
れ
と
引
き
か
え
に
、
社
会
の
消
費
用
在
庫
の
な
か
か
ら
自
分
た
ち
の
労
働
時
間
に
相
当
す
る
堂
を
引
き
出
す
こ
と
に
な
る
か

螺
も
し
れ
な
い
。
こ
の
指
定
券
は
貨
幣
で
は
な
い
。
そ
れ
は
流
通
し
は
し
な
い
の
で
あ
る
」
（
『
資
本
論
』
第
二
部
第
一
一
一
篇
第
一
八
章
第
一
一

切
〃

率
節
、
『
全
集
』
第
一
一
四
巻
、
四
一
一
一
八
ペ
ー
ジ
）
。
ま
た
、
「
生
産
手
段
が
資
本
に
転
化
し
な
く
な
れ
ば
（
こ
の
こ
と
の
う
ち
に
は
私
的
土

拝
地
所
有
の
廃
止
も
含
ま
れ
て
い
る
）
、
信
用
そ
の
も
の
に
は
も
は
や
な
ん
の
意
味
も
な
い
」
（
『
資
本
論
』
第
一
一
一
部
第
五
篇
第
一
一
一
六
章
、

癖
『
全
集
』
第
一
一
五
巻
第
一
一
分
冊
、
七
八
一
一
一
ペ
ー
ジ
）
・

ルマ
ま
た
、
社
会
が
「
い
っ
さ
い
の
生
産
手
段
の
主
人
公
と
な
り
、
こ
れ
を
社
会
的
に
計
画
的
に
使
用
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
旧
来
の

５
分
業
の
消
滅
が
準
備
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
じ
め
て
、
「
例
外
な
く
す
べ
て
の
社
会
成
員
に
労
働
を
割
り
当
て
、
そ
う
す
る
こ
と
に
ょ
っ

ハ
ペ
）

１
て
各
人
の
労
働
時
間
を
い
ち
じ
る
し
く
短
縮
し
て
、
社
会
の
全
般
的
な
事
務
－
－
‐
‐
理
論
的
な
ま
た
実
践
的
な
１
１
に
た
ず
さ
わ
る
十
分
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か
く
し
て
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
お
け
る
社
会
主
義
経
済
の
基
本
的
特
徴
の
指
摘
は
、
本
節
冒
頭
で
の
べ
た
よ
う
に
、
社
会

主
義
の
物
質
的
・
技
術
的
前
提
と
組
織
的
・
文
化
的
前
提
の
存
在
、
い
い
か
え
れ
ば
生
産
力
的
前
提
の
存
在
と
主
体
の
形
成
と
を
必
要

条
件
と
し
た
う
え
で
、
生
産
手
段
の
私
有
の
廃
止
、
社
会
的
所
有
へ
の
転
化
を
基
軸
と
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
論
理
必
然
的
諸
結
果
（
計

画
的
生
産
の
可
能
性
、
商
品
生
産
の
消
滅
な
ど
）
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
指
摘
と
現

実
の
「
社
会
主
義
」
と
の
斉
合
性
を
問
題
に
す
る
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
前
提
条
件
の
存
在
の
有
無
、
お
よ
び
生
産
手
段
の
所
有
関
係

の
分
析
が
、
検
討
の
中
心
問
題
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

三
○
四
ペ
ー
ジ
）
。

な
余
暇
が
す
べ
て
の
人
々
に
残
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
」
都
市
と
農
村
と
の
対
立
も
廃
止
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
自

己
の
生
産
力
を
単
一
の
大
規
模
な
計
画
に
し
た
が
っ
て
調
和
あ
る
仕
方
で
組
み
合
わ
せ
る
社
会
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
エ
業
そ
れ
自
体

を
発
展
さ
せ
る
の
に
も
、
そ
の
他
の
生
産
要
素
を
維
持
な
い
し
発
展
さ
せ
る
の
に
も
最
も
適
当
し
た
仕
方
で
、
工
業
を
全
国
に
分
散
さ

せ
て
配
極
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
か
ら
で
あ
る
（
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
、
『
全
集
』
第
二
○
巻
、
一
一
一
○
二
ペ
ー
ジ
、
一
八
八
ペ
ー
ジ
、

ロ
シ
ア
革
命
以
来
、
現
実
の
存
在
に
転
化
し
た
社
会
主
義
は
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
指
摘
と
一
致
し
な
い
多
く
の
特
徴
を
持

っ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
社
会
主
義
へ
の
全
世
界
的
（
同
時
的
）
移
行
が
生
じ
な
か
っ
た
こ
と
が
第
一
の
主
要
な
相
違
点
で
あ

る
が
、
一
国
的
規
模
に
お
い
て
も
（
こ
の
二
国
的
規
模
」
と
い
う
問
題
提
起
自
体
が
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
お
い
て
は
否
定
さ
れ

て
い
た
が
）
、
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
へ
の
転
化
が
一
挙
に
は
行
な
わ
れ
ず
私
的
所
有
が
長
期
に
わ
た
っ
て
社
会
的
所
有
と
併
存
し

て
い
た
こ
と
、
こ
の
た
め
に
「
社
会
主
義
的
改
造
」
の
特
殊
な
過
渡
期
を
必
要
と
し
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
特
殊
な
過
渡
期
が
一
応
終

四
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
現
代
社
会
主
義



了
し
た
と
み
な
さ
れ
る
段
階
に
お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
「
社
会
的
所
有
の
一
一
形
態
」
と
し
て
、
国
家
的
所
有
以
外
に
協
同
組
合
的
所
有

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
、
ソ
連
以
外
の
諸
国
に
お
い
て
は
土
地
が
国
有
化
さ
れ
ず
、
私
的
所
有
の
形
態
か
ら
徐
々
に
協
同
組

合
的
所
有
に
転
化
さ
せ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
、
生
産
手
段
の
所
有
関
係
の
面
で
の
新
し
い
現
象
で
あ
る
。

計
画
的
生
産
と
い
う
面
に
お
い
て
も
、
ソ
連
、
東
欧
の
い
わ
ゆ
る
経
済
改
革
の
過
程
で
は
、
い
わ
ば
計
画
原
理
と
市
場
原
理
と
の
併

用
、
労
働
者
に
対
す
る
物
質
的
刺
激
と
企
業
に
お
け
る
自
立
性
の
強
化
な
ど
の
方
向
が
と
ら
れ
て
お
り
、
「
社
会
主
義
的
商
品
生
産
」

て
の
存
在
も
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
社
会
主
義
的
商
品
生
産
」
の
理
由
づ
け
と
し
て
は
、
あ
る
い
は
「
社
会
的
所
有
の
二
形

い》
態
」
の
存
在
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
企
業
の
自
立
性
Ⅱ
生
産
者
の
孤
立
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
端
的
に
言
っ
て
、
生
産
手
段

辮
の
所
有
関
係
の
面
で
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
指
摘
と
の
不
一
致
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
論
理
的
結
果
と
し
て
こ
う
し
た
側

蕊
面
で
の
不
一
致
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

錘
こ
う
し
た
不
一
致
に
つ
い
て
は
、
一
一
つ
の
面
か
ら
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
一
つ
は
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
資
本
主

蠅
義
以
後
の
社
会
に
つ
い
て
は
理
論
的
展
望
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
ず
、
具
体
的
な
予
測
は
不
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
現
実
の
社
会
主

摩
義
の
実
現
は
当
然
、
新
し
い
問
題
提
起
を
生
じ
新
た
な
理
論
化
を
必
要
と
す
る
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
も
う
一

ノ

ガ
つ
の
面
か
ら
み
れ
ば
。
現
実
の
社
会
主
義
の
問
題
点
は
す
べ
て
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
論
理
的
な
出
発
点
と
し
た
、
社
会
主
義

ェ
の
物
質
的
・
技
術
的
前
提
と
組
織
的
・
文
化
的
前
提
と
を
欠
い
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
る
と
も
一
言
え
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
社
会

、

鋸
主
義
が
後
進
社
会
主
義
と
規
定
さ
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
前
提
の
欠
除
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
論
理
的
に
は
、

レノマ
ア
」
れ
ら
の
前
提
の
形
成
に
成
功
し
さ
え
す
れ
ば
、
ま
さ
に
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
指
摘
ど
お
り
の
事
態
が
出
現
す
る
と
い
う
こ
と

７
に
な
る
（
た
だ
し
こ
の
場
合
に
も
、
全
世
界
的
な
規
模
で
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
一
国
な
い
し
は
数
国
の
規
模
で
可
能
か
と
い
う

３
 

１
問
題
が
当
然
に
生
じ
る
）
。
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結
局
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
社
会
主
義
経
済
論
と
現
代
社
会
主
義
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
つ
ぎ
の
三
点
が
主
要
な
問
題
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
現
在
の
社
会
主
義
と
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
指
摘
と
の
不
一
致
を
、
ど
こ

ま
で
後
進
性
に
よ
る
必
要
で
説
明
で
き
る
の
か
、
果
し
て
、
限
定
づ
き
で
で
は
あ
っ
て
も
現
在
の
社
会
主
義
を
マ
ル
ク
ス
的
な
意
味
で

の
社
会
主
義
と
い
い
う
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
（
こ
れ
に
対
し
て
錐
者
は
一
応
肯
定
的
な
回
答
を
準
備
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で

も
つ
ね
に
疑
問
は
生
じ
て
い
る
）
。

第
二
に
は
、
前
問
を
肯
定
し
た
上
で
、
何
が
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
以
後
に
追
加
的
に
理
論
化
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
理
論
化
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
か
の
砿
認
で
あ
る
。
第
三
に
は
、
前
問
と
も
関
連
す
る
が
、
後
進
性
と
い
う
特
殊
条
件
を
排
除
す
れ
ば
、

す
な
わ
ち
先
進
資
本
主
義
諸
国
の
社
会
主
義
へ
の
移
行
の
さ
い
に
は
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
指
摘
が
い
ぜ
ん
と
し
て
有
効
な
の

か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
点
に
お
い
て
基
準
と
な
る
の
は
、
冒
頭
で
の
ぺ
た
よ
う
に
、
そ
れ
が
現
段
階
の
資
本

主
義
に
対
し
て
有
効
な
批
判
と
な
り
う
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ソ
連
に
お
け
る
経
済
改
革
と
、
中
国
に
お
け
る
文
化
大
革
命
と
の
相
違
点
は
、
こ
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
ソ
連
に
お
い
て
は
物
質
的
・

技
術
的
前
提
、
す
な
わ
ち
、
一
般
的
に
は
生
産
力
の
水
準
、
具
体
的
に
は
生
産
効
率
の
問
題
を
重
視
し
て
こ
の
面
か
ら
後
進
性
の
脱
却

を
は
か
ろ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
中
国
に
お
い
て
は
組
織
的
・
文
化
的
前
提
、
す
な
わ
ち
主
体
の
形
成
の
問
題
を
重
視
し
て
、
不
断
の

思
想
革
命
を
通
じ
て
こ
の
前
提
を
形
成
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
毛
沢
東
の
神
格
化
を

通
じ
て
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
必
然
性
は
な
い
の
で
あ
る
）
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
中
ソ
輪
争
は
、
少
な
く
と
も
そ
の

出
発
点
に
お
い
て
は
、
共
通
の
認
識
を
土
台
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
相
互
に
他
を
絶
対
的
に
排
除
す
る
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
は

出
発
点
に
お
い
て
は
、

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。


